



ロー ズグ ラスにおけ る生育特性 の品種間差異
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は じ め に
西南暖地 におけ る牧草の夏枯れに よる減収を回避す るために,新 たな草種 の導入をはか ること
'も必要 である
。従来,寒 冷地型の牧草が栽培されていたが,気 象お よび病害 虫な どの影響があっ
て期待 され る収量があが らない1)・2'。これ らに代わ る草種 として 暖地型牧草の栽培を試みた。
川崎市北部 にあ る本学実験圃場に栽培 した。 その結果,な かで もRhodesGrasse.9は多収性
の草種であ ったので,結 果の概要を報告す る。本試験を遂行す るに当 り,種 子の分譲を賜 りまし
た四国農試 の野 田,松 岡両技官に深甚の謝意を表す る次第である。
1.試 験 方 法
生育試験は圃場 に60cm×60cm×30cmの無底の コンク リー ト製枠を土中に埋設 し,そ の中
に壌土を搬 入 して 用いた。 施肥はa当 り基肥 として,堆 肥227.80kg,硫安4.34kg,過燐酸
4.OOk9,塩化加里2.81kgに相当す る 量を与えた。二番 刈後の8月3玉日にa当 り硫安2.07kg,





















草丈 の伸長調査を工965年5月11Hの播種翌 日か ら15日日以降,翌 年1月6日 まで10日間隔で23
喉 靱 た.生 醐 郁 ・品鮎 吐 育中庸な・・株 を選び・ ビニール紐 の輪樋 し・弊 この株
を迫跡調査 した。 刈取 り後の収量調査 は,コ ンク リ・山・ト枠内に生育 した全量を秤量 し,・生草重お
一16一
よび乾燥重 をa当 りに換算 した。刈取 り回数は3回 とした。7月10日,8月19日,9月28日であ
る。上記期 日は播種翌 日か ら起算 して,そ れぞれ,60日日,100日目,140日目に当る。刈取 り株
の残草高は9品 種 とも,約10cmと した。 刈取 り日には,草 丈,茎 太,茎 数,最 長葉長および
葉幅,主 茎葉数,1株 葉数,1株 枯葉数,穂 長,小 穂数,葡 旬枝長,生 草重 量お よび乾燥重量の
各項 目について調査を行 なった。気 象資料は露場で行な った実測値である。
2.試 験結 果 お よび 考察
試験期間中の気温,H照 時 数,降 水量の推移は半旬平均 として第1図 に示 した。5月 の播種か
ら12月までの栽培期間の気温は平年に較べ,6月 と8月 がやや高 く,そ の他の月はやや低 目tこ経
過 した。降水量は5月 と8月 が平年 よ り多 く,そ の他 の月は平年以下であ った。試験期間中の気
象 について特筆す ることとしては,7月21～25日の半旬平均気温が,そ の前後の半旬 より,約5
℃ 低下 し,こ とに7月21日と22日には,それぞ2t19.1℃と18.7℃を示 した。 また 日照時数 も半
旬合計L3時 間 と著 しく少なか ったことである。
㈲ 生 育 状 況
5月111」に播 種 した9品 種 は,101・1目に は揃 って発 芽 始めeCfsり,5月24Hに 本 葉 が3葉 に な
った の で,生 育中 庸 な10株を選 び調 査株 と した。 草 丈 の伸 長状 況 は 第2図 に 示 した。 全 期間 を 通
してKatamboraGunsons,FordsKatambora8189,FordsLocalが良 好 で あ った。 また,
LourencoMarques,SwazilandおよびE.Tvlが やや 劣 って いた 。
KatamboraGunsonsは第1回1|の 刈取 り時 の 草丈 が136.2cm,第2回122.6cm,第3回
8L2cm合 計で は 最 高値 を示 したが,し か し,す べ ての 刈取 り時 に 最高 を 示 した ので は な く,初
夏(7月10日 まで)の 生 育 が 良 好で あ ったが,そ の 後,刈 取 りとい う人 為的 な要 素が 加 わ っk夏
(7月11Hか ら8月191.|まで)の 生 育 調査 糸ii果では 中位 に 下 った の が注 口され る。 夏 の生 育 で
は,FordsKatambora8189,FordsLocal,Moroccoがk位を 占め,Swaziland,E.Tvlは
下位 で あ った。 秋(8月2011か ら9月28日 まで)の 生 育 調査 の糸,1∫果 では,前1・il,前々 回 ともに下
位 にあ ったSwaziland,FordsKatambora8189が1二位を 占 めた。 この結 果,品 種問 に草 丈 に
関す る 季 節 的 消 長が あ るこ とが 明 らか に な った。 す なわ ち,KatamboraGunsonsは初 夏 か ら
夏へ と気 温 の 上昇 期 に著 しい 伸 長 が認 め られ,気 温 の下 降期 には 伸 長が 劣 る傾 向が 認 め られた 。
また,Swazilandのよ うに 気 温 の上 昇期 に伸長 が 劣 り,気 温 の 下 降 期 に伸 長 のす ぐれ た 品種 も
あ った 。 他 の 品種 は それ ぞ れ 第1図 の気 温 の 低下 に対 応 して 生 育 曲線 が 振幅 を表わ してい るのに,
FC35275は他 の8品 種 と異 な った 曲線 を 示 した 。
栽培 期 間 内 で最 も草 丈伸長 の著 しい時 期 は7月3ヱ 日か ら8月9日 まで の10日間 で あ り,9品 種























































cmで 最もす ぐれ,最 も劣 ったのはGunsonsの26.4cmであ った。続いて7月21日か ら7月30
日の10日間は9品 種平均値が24.5cmであった。8月10日 か ら8月19日のそれは7.Ocmで あ
り,こ の間 に幼穂 の形成 が確認 されてお り,後 者の10日間は積 算気温が高いに もかかわ らず 生育
が奮わなか った。 これは,栄 養生長か ら生殖生長に移行 したために草丈の伸長が鈍 っ・た もの と考
え られた。
草丈の伸 長が1mに 達す る時期は7月 中旬か ら8月 上旬の27～28日間である。収 量を多 く得 る
ためには,こ の期間を中心 として,こ の前後に刈取 り日を決定す るとよい。今llJは8月下旬か ら
気温の低下が見られ,草 丈 の伸長 も低下 した。第2図 か らも明 らか なよ うに,草 丈 は刈取 り直後
の10日間1こ大 きく伸長す る。第1刈 敢 り時 と,第2刈 取 り時 との比較では後者の方がやや劣 って
いるが,い ずれの品種において も,刈 取 り後の10日間の草丈 の伸 長が大 きか ったことである。即
ち,こ の10日間に刈取 り草丈の50%に当る伸長がみ られ,そ の後の10日間で20%,次の10日間で
306/。とい う結果が得 られた。 この傾 向は,9品 種のす べてに共通 してい ることであ った。第11nl
の刈取 りは,9品 種平均草丈106.2cmの7月10Hに 行ない,第2回 目は8月9日 が 平均草丈
114.9cmで刈取 り期であったが,さ らに生育 させ,10H後の8月 ユ9日に平均 ユ2Lgcmで刈取
りを行な った。 ローズグラスは1mを 越 えると草丈 の伸長が緩慢 にな り,営 農 上は8月9日 に刈
取 りが行なわれることが よい と考え られ る。第31・ilFlは9月28日に行なったが,9品 種平均草丈
も1mに 達 しなかった。その後,草 丈は11月7H(日 平均気温13.2℃,地中10cmの 地温14.0
℃)ま で伸長して42.Ocmに達 したが,11月11～12Hの両 日降霜があ って葉の先端の変色が認
め られた。12月7日の調査 では,草 冠 内部は緑色 を呈 していたが,12月17日には どの品種 も茎葉
全体が褐変 していた。その後,い ずれの品種 の株か らも再生は認め られなかった。
今回は,播 種を5月11日(日 平均 気温 ユ&0℃)に行な ったが,U月7Hの]3.2℃ を仲長下限
温度 とす ると,春 期の播 種を4月23～24日ころに早め ることがで きる。生育調査の結果を もとに
刈取 り草丈について算出 した ものを第1表 に表 わ した。
積算気温をもとに してみると,播 種 してか ら第 ユ回苅取 りまで約1,000℃必要 としている。




そ れ ぞれ の 刈取 り時 に 調 査 株 の茎 数 を調 べ た と ころ,第1回 目(以 下,初 夏 とす る)の 調 査 で
は,最 多茎 数 は7本 で,最 少 は3本 で あ っ た。MoroccoやKatamboraGunsons,Fords
Loca1は多 く,FC35275は 少 なか った。 第2回 目'(以下,夏 とす る)は 前回 最少 のFC35275




表1草 丈 と 刈 取 り 日
＼ ≡ ぎ: 100cm 70cm 60crp
刈 最 り日(朋)17/、 。
積 算 草 丈(cm)…106.2



































































































































表3収 穫 物 調 査(8月19日)
'一＼
＼ 調査項・ 蜘 草丈己 肇 茎太1鞠 撒 騨,











































































































































































































































































































本 で 最少 で あ った。 第31ii旧(以 下,秋 とす る)は,い ず れ の贔 種 も茎 数 が 多 く,少 な い の は
Gunsonsであ った。 初 夏 に・多 い 値 を 示 したMorocco,KatamboraGunsons,FordsLoca1
は 夏 に茎 数 の減 少が 見 られ た た め に,通 算合 計 で も低 位 で あ った。 しか し夏に茎 数 の 増加 が 見 ら
れ たSwazilandやFC35275な どは茎 数 の多 い 品種 で あ った。
b)茎 太
茎 の 太 さは主 茎 の 地 際 よ り10cmの と ころ の長 茎 を計 測 した。 初夏 の 調 査 では,Gunsonsが
6.3mm,FordsLocalは5.7mmで 最 大 値 を示 し,KatamboraGunsons,E.Tvlが4.1
mmで 最 も細か った。 夏 の調 査 では,FordsLocalが3.3mm,FC35275が3.Ommで 最大
値 を 示 した。E.Tvlは2.5mmで 最 も細 い値 を 示 した。 秋 の調 査 で は,Gunsons,Lourenco
Marques,KatamboraGunsonsが3.2mmで最大 値 を示 し,FordsLocalは2.6mmで 最
少 で あ った 。初 夏に は いず れ の 品種 も最大 値 を 示 した が,以 後 刈取 りご とに細 くな った 。
c)主 茎 節数 『
主茎 節 数 を調 べ た と ころ,初 夏 で はSwazilan.dが3.0個で 多 く,最 少 はGunsonsの1.2個
であ った。 夏 は,FordsKatambora8189の6.8個が 多 く,KatamboraGunsonsが3.6個で最
少 で あ った 。秋 は,FordsLocalの4.8個,FC35275の4.2個 が 多 く,KatamboraGunsons
が1.4個 で 最 少 で あ った。 通 算 ではFordsKatambora8189がユ3.0個で 多 く,以 下Fords
Local,FC35275,Swaziland,Morocco,E.Tvl,Lou;encoMarques,Gunsons,Katam-
boraGunsonsの順 であ った。 品 種 別 に見 る と,FordsKatambora8189は,いず れ の刈 取 り
時 期 に お い て も節 数 が多 く,KatamboraGunsonsとGunsonsは,い ず れ の刈 取 り時 期 に お
い て も節 数 が少 な か った。
d)株 数
刈 取 りの度 に,枠 内に 生育 してい る株 数 を調 査 した(第3図)。 生育 初 期 は 株 数 も多 く,季 節
が経 過 す るに従 って,株 数 も減少 した。 刈取 り草 丈 と生 育株 数 との関 係 に おい ては,草 丈 を短 い
状 態 で刈 取 る と,株 数 の減 少 は さほ どな いが,草 丈 を 長 くして 刈取 る と,株 数は 減 少 した。 これ
は群 落 内 で淘 汰 され,そ れ ぞれ の 品種 に適 した 栽植 密 度 に な った もの と考 え られ る。 さ らに,1
株 生 草 重 との 関 係 に おい て は,調 査枠 内 の株 数 が多 けれ ぽ,1株 頂 量 は軽 く,逆 に,1株 重 量 が
重 い と,株 数 は 減 少す る とい う関 係 に あ った。
e)主 茎葉 数
主茎 茎 数 につ い て 調 査 した,初 夏で は9～10葉 で品種 間 には 著 しい差 は あ らわ れ なか った が,
夏 の 調査 ではFordsKatambola8189が最 も多 く,KatamboraGansonsが最 も 少 なか っ
た。 秋 の 調 査 も前 回 と同 じ傾 向を 示 した。 主 茎葉 数 は初 夏に 多 く,夏,秋 には 少 ない 傾 向が 見 ら
れ た6調 査期 間 を通 してみ ると,FordsKatambora8189,Fords.Localが多 く,Katambora










f)1株 生 葉 数 ・ ・'… 一'一
一L・株 生 葉 数 は ,初 夏 で は20・・f60枚の 葉 数 が あ り,品 種 別 に はFordsLocal,Gunsons・'Moroc-
co,が 多 く,LoarehcoMurques,Swaziland,FC35275は 少 な か っ た 。 夏 は ・E・TVI・
Swazilandが 多 く,Gunsons,KatamboraGunsonsが 少 な か っ た 。 秋 に は74～148枚 の 幅 が
ロ
` -24一
あ ったが ・Swazilandはこの 期 間 多か った。KatamboraGunsons,Gunsonsは少 な か った 。
GunsonsやFordsLocalは初夏 に 多 く,夏,秋 に 少 な い傾 向を 示 した,こ れ に 対 し,Swaz▲land
やFordsKatambora8189は,初 夏 よ りも夏 や秋 に 葉 数 が多 か った 。
9)枯 死葉 数
1株 当 りの枯 死 葉 数は,初 夏 の方 が,夏,秋 よ り枯 死 葉 数は 多 か った が ,梅 雨 期 を経 過 した こ
と と,生 育 日数 が60日間 であ り,他 の調 査期 間 よ り長か った ことを考 え る と1.2枚 は,そ れ ほ ど
多 い値 では ない 。 品種 別 に はFordsLocalが 多 く,KatambnraGuhsonsは少 なか った 。 ロ
ー ズグ ラスは 下葉 黄化 現 象 の 少 な い草 種 で あ る。 ・
h)最 長 葉 長
1株 内 の最 長 葉長 は,全 期 間 を通 して最 長 の もの は66cmあ り,L短か い ものは40cmで あ っ
た 。 刈取 り時 期 別 に は,初 夏 が最 も長 く,夏,"秋の順 に短 か くな った。 勧夏 はMorocco,Katam-
boraGunsonsなどが長 く,夏 に は,FordsKatambora,Morocco,KatamboraGuns6ns
な どが長 か つた。 秋 に は,FordsLocal,GunsonsピSwazilandが長か った。"しか し,E.Tvl
は 短 い値 を示 した。 最 長 最短 の差 は 約14cmで あ った 。'・'
i)最 長 葉 長 の葉 幅
前項 の 最長 葉 長 の 葉幅 は,初 夏 の 品種 平均 葉幅 はO.8cmで あ り,LOcm以hの ものは,FC
35275の1品 種 だけ であ った 。 夏,秋 の葉 幅 は 共 に0.6cmで あ り,い ずれ も変 異 幅 は ±0.1cm
以 内 に あ った。 しか レなが ら,初 夏 の葉 幅 は最 大 値 を示 した が,夏,秋 に おい て は 品種 間 に差 は
認 め られ なか った。3回 の 調査 か らは,FC35275は 広 い方 で,次 い でGusonsで あ り,最 も
葉幅 の狭 か った のは,KatamboraGunsonsであ り,FC35275とKatamboraGunsonsと
の間 には0.5cmの 差 があ った。
j)穂 長 ・穂 数









































































本試 験 で は 草丈1mを 目安tC刈取 りを 行 な った の で 出穂 はか な り制 限 され た。採 種 を 日的 と し
た栽 培 では,穂 数 は か な り多 い よ うであ る。 試 験 枠 内に 出 現 した穂 数 は9月28Hに 観察 され た も
の で あ り,刈 取 り後40日 目に 当 る。 なおKatamboraGunsonsとFordsKatambora8189に
は 出穂 は 見 られ な か った。 出穂 中 の 小穂 はLourencoMarquesの14本が 最 も多 く,品 種 間 の差
が 大 きか った(第5表 参 照)。
h)葡 旬枝
ロー ズ グ ラスは 成長 の良 い株 か ら葡旬 枝 を伸 ば す 特性 を持 っ てい る。 野 田 ら3)は,Katambora
Gunsonsで2m余 りに も達 す る と 報告 した 。 こ こで は 自然 放 置 を しなか った た め に最 終 伸 び は
確 認 で もな か った が,期 間 中 に 葡 旬枝 に 出穂 が 認 め られ た もの もあ っ た。 初 夏 には,Katambora
・Gunsonsの葡 旬 枝 は 平均49cmに 伸 び,節 数 は5節 を数 えた 。 またGunsonsは23cmで3
節,Moroccoは40cmで2節 で あ っ た。 葡 旬 枝 の 確 認 され な か っ た の はSwazilandとFC
35275であ った。'夏に はFordsLoca1が約4cm,2節 が 認 め られ た が,他 の8品 種 に は,葡 旬
枝 は 認 め られ な か った。 秋 に はKatamborh,FordsKatambora8玉89,Swazilandの3種に
葡旬 枝 が 認 め られ た。Katambora系の 品 種 は 葡 旬枝 の 出現 傾 向 が 強 い よ うで あ った。Swazil-
andは 初 夏 では な く,秋 に葡 旬 枝 の出 現 を 見 た(第6表 参照)。












調査囎i刈 取 川 節 間 長(・m)
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茎太は母株 と第1節 との中間 を測 ・,たものであるが,FondsLocal,Gunsons,Katambora
Gunsonsの3種が3.4cm,他の品種は3.Omm前 後であった。期間中地面に接 した 葡旬枝の
節の部分か ら発根 し,地中に根の張ってい るもの もあった。耕種的な更 新法 として,Diskharrow
等に よってこの葡旬茎を切断す る作業 を行な うことによって,新 しい個体の増加や栽植 密度を高
め ることは可能である。永年飼料作物 として利用 で きる地域では,播 種 した年 よりも,翌 年や翌
々年に収量 の増加が期待できる草種であ る。
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③ 収 量 調 査
収 量は,夏 の収 量 が最 も多 く,9品 種 平 均10a当 りに換 算 して6.5tonを 得 た。 次 いで 初 夏
の収 量 は10a当 り5.2tonで あ った。 秋 の収 量 は最 も低 く10a当 り4.7tonで あ った。 調 査結
果 は第7表 に 示 した。
FordsKatambora8189はいず れ の刈 取 りで も 上位 の収 量を 得 た のに 対 し,FordsLocaiは
い ずれ の 刈取 り時 期に お いて も低 い収 量 を示 した。 そ の他 の品種 では,FC35275が 夏 に 多収 を
示 した が,Swazilandは気温 の下 降 期 に 多収 量 が 得 られ,逆 にMoroccoやLourencoMarques
の よ うに 気 温 の上 昇期 に 多収 を 示す もの もあ った。 初 夏 の収 量順 位 が,夏 お よび秋 と同 じで あ っ
た とい う品 種は な か った。 そ れ ぞれ の品種 に 特性 が あ って,季 節 の違 い に よる収量 の 変化 は注 目
す べ き事柄 で あ る。
年間 を通 して,生 草 収 量 の 多い 品 種は,FordsKatambora8189で10a当 り21.3ton,次

























































その他の品種は15～16tonの収量が得 られた。乾物重量は通風 乾燥機(700C)で15時間乾燥 し
たのちに秤量 した ものである。表 か らも明 らかな ように,季 節による変動が表われ,刈 取 り時 期
が遅 くなるに したがい乾物率は高い値を示 した。即 ち,い ずれの品種におい ても,秋 の生産物の
方が乾物率が高 く,以 下,夏,初 夏の1順に低 ドした。本試験においては ロー ズグラスは高温多湿
の もとで伸長 も著 しく,高 温乾燥 では緩慢にな り,生 殖生長へ移行す るよ うであ った。 自生地で
の適用性 としては熱帯地方の乾燥地が挙げ られているが,早 魅にはそれほ ど強 くない 草 種 で あ
るの ともい う。本学圃場の立地条件下において も,発 芽 もよく,採 種 も容易であるので,春 播 き
の1年 性牧草 としての利用が充分期待で きる草種である。
3.要 約
ローズグラスの9品 種を栽培 して,気 温 と生育 との関係を明 らかにす るために行な った。試験
は野外で無底の コン クリー ト枠を用い,枠 内に畑 上を客土 し,1965年5月11日(160C)に播種 し
た。それ以後10日ごとに23回の生育調査 とともに,刈 取 り調査は3回 であ る。その結果次のこと
が明らかになった。
1..生育期間中で伸長の 著 しいのは6月 中旬か ら8月 下旬であ った。H平 均気温eg22.2℃と
24.8℃で あった。気 温下降期22.2◇Cにな るのは,9月19日であ って,上 昇期に比べ約20日間 早
く生長が鈍ることが解 った。
2.気 温E昇 期に,口'ド均気温5.4℃低下 した ことに よって,草 丈が10cm短か くな った。
3.主 茎葉数は,初 夏に多 く,夏 か ら秋 に減少 した。1株 平均生葉数は品種間に違いが著 し
く,初 夏に多 く,夏 か ら秋に少ないもの と,初 夏 よ りも夏や秋に多い ものが認め られ た。
4.最 長葉長は,初 夏が長 く,夏 か ら秋 の順 に短か った。最長葉幅は最長葉長と同 じ傾向を示
した。小穂数 では品種問に差異が認め られ た。葡伺枝は 初夏に旺盛であったが,秋 に出現 したも
の もあった。茎太は品種間に差はなか った。
5.収 量は夏が最 も多 く,初 夏,秋 の順に少な く,9品 種平均収量は10a当 りあ り5.5ton,
年間約16.5tonであった。
6.9品 種の中では,FordsKatambora8189種カミ,当地 においては最 も多収を示 した。
尚,当 研究費用は講座研究費に よるものである、,
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